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▼熱い思いが伝わった会





   丸山さんの説明、レジメがわかりやすく、流れが頭の中で理解でき、よかったです。


  発言された方、どの方も熱い思いが伝わりました。でも若い世代にも、もう少し信じてあげても良いかな、と私は思います。考えている若い世代とどう手を組むかを考えてみたい。(早川康子、富士見町）





▼皆の意見聞き、よかった





　きょうは講義だと思い、勉強をしにきたのですが、ディスカッションということなので、みなさまのご意見などをうかがい、非常によかったと思います。私も言いたいことを発言できて満足でした。（Ｓ・Ｍ、富士見町）





▼「コスタリカ」に学ぼう





  映画「コスタリカの奇跡」を上映してください。日本は平和憲法がありながら、どんどん流されている。非武装をきちんと実践している国にならい、原点に戻りたい。 (二見真由美、深大寺北町）





▼市民の役割が大きい





  「『市民と野党の共闘』で市民の役割がいよいよ大事になってくるのではないでしょうか。(加藤由美子、多摩川)





▼シニア左翼は意気軒昂として生きていればいい





「戦争の危機をどう回避するか」という大きなテーマの設定でしたが、活発な意見交換のなかで石山さんが発言された「２００４年に９条の会が発足してから20年たったが、そのうちの11年間は改憲勢力がいつでも改憲発議できる国会議席を占めていた。それでもできなかった」ということにつきるのではないかと感じます。つまり国民の抵抗があったからでしょう。





ほぼ老人だけの例会が常態化していますが、わたしはそれで構わないと思っています。きっとどこかでシニア右翼が「改憲しろ、中国と一戦交えるぞ」というような例会をやっていると思いますが、それに対抗して調布のシニア左翼が「改憲許さん、戦争許さん」と意気軒昂として集まり、生き抜いていればそれでいい。





　古谷経衡（つねひら）という元右翼若手の論客が『シニア右翼ー日本の中高年はなぜ右傾化するのか』（中公新書ラクレ）という本で、「シニア右翼の対極にシニア左翼がいる。かれらは古臭い左翼思想にしがみついているのでない。長い経験が彼らを戦後民主主義の真の護持者に育てた」と称揚しています。


調布９条の会こそ、古谷が言うとおりの存在です。（深大寺北町、佐藤定夫）





▼武力で平和は守れるか





今盛んに喧伝されそのために南西諸島に基地を増強している「台湾有事」について、当日お配りしたパンフ「武力でいのちと平和は守れるか？」の５～８ページに、中国が台湾を武力攻撃し日米中が戦争になる可能性は極めて低いことと、この問題で日本がとるべき基本的姿勢について、様々な角度から述べていますので、ぜひ参考にしてください。(石山久男、西つつじヶ丘)





▼「戦争村」に立ち向かうには





護憲運動の担い手が高齢者であることがよく問題になりますが、この人たちは戦争を少しでも知っている最後の世代なので、反戦意識はちょっとやそっとでは揺るがないのでしょう。80年近くの不戦を可能にしたのはこの世代までの人たちの頑張りによるところが大きいと思います。


この８月に開かれた「アジア太平洋法律家協会」の大会での講演でデイヴィッド・ヴァインさんが言われた「戦争村」（軍産複合体）が戦争の原因だというのはよく知られた事実ですが、この巨大な力に立ち向かうにはやはりアメリカの市民が立ちあがることが肝要でしょう。ベトナム戦争を終わらせたように。それをさせないためにアメリカは武器だけ出してウクライナに戦争をさせているのです。イスラエルへの軍事援助に反対してアメリカの民主党系市民団体が大統領選の「該当者なし運動」を始めたとのこと、ミシガン州など３州のイスラム教徒ではハリス支持12％に対し、イスラエルへの武器禁輸を公約にしている緑の党のジル・スタイン候補支持40％だそうです(｢赤旗｣９月21日)。（布田、石川康子）





▼地道で永続的な努力で成果





講師の友人として、１回だけの参加者がコメントするのは、厚かましい気がするが、面白く、参考になった。


みなさんの地道で永続的な努力で、あれぼど憲法改正に熱心だった安倍元総理をもってしても、それを言い出したら政権が保たないから持ち出さなかったのだろうと思う。


膨大な資料を集めたのは、さすがジャーナリスト。読みごたえがあるので、じっくり読ませてもらう。ありがとう。


80代にもかかわらず第一線で活躍している講師をみるとうらやましくもあり、誇りでもある。


（講師の高校同級生、匿名希望、横浜市）




















ディスカッション


戦争の危機をどう回避するか








第２０５回（10月）フィールドワーク例会





布多天神社から調布の歴史を見る


　　----江戸時代・戦争・憲法


水先案内：古橋研一さん 　郷土史家


日時:10月26日(土)雨天の場合27日(日)


　13:30 調布駅中央口･地上の交番前に集合


参加申込：10月20日〆切   参加費300円


　氏名･住所･電話･メールをお知らせください





第２０６回（11月）例会　参加費300円





憲法ひろば創立20周年プレ企画


憲法九条、いまこそ旬


｢九条の会｣発足記念講演会(2004/7/24)の記録･上映会　


日時:11月24日(日)13:30～


場所:たづくり８階｢映像シアター｣





第２０７回（12月）例会　参加費500円





憲法ひろば創立20周年記念集会


飛べ､はたちの｢憲法ひろば｣


記念講演　伊藤 千尋さん


歌とお話　堀尾輝久さん＆暁子猫さん


　


日時:12月8日(日)18:30～


場所:たづくり12階｢大会議場｣























第20４回


憲法ひろば





９月２３日


参加者の感想





調布｢憲法ひろば｣例会のご案内
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